
資料２ 

水質環境の現状について 

 

１ 水質汚濁の防止について 

工場・事業場から公共用水域に水を排出する者が特定施設を設置しようとす

るときは、水質汚濁防止法に基づき県又は富山市に届け出なければならない。 

有害物質を排出する特定事業場又は１日の平均的な排水量が 50m3 以上の特

定事業場から排出される水については、水質汚濁防止法に基づく排水基準が適

用される。（県内の主な特定施設：ちゅう房施設、湯煮施設、電気めっき施設

等） 

また、有害物質を使用する施設等を設置する特定事業場は、地下水汚染を未

然に防止することを目的として、構造等基準を遵守する必要がある。 

これらの工場・事業場に対して、立入検査を実施し、排水基準等の適合状況

や汚水処理施設の管理状況等について確認を行っている。 

 

２ 水質環境の現状について 

(1) 公共用水域の水質 

公共用水域の水質については、生活環境の保全に関する項目（生活環境項

目）、カドミウムや水銀等の人の健康の保護に関する項目（健康項目）とも

に環境基準を達成維持している。また、平成 26 年度から測定開始した水生

生物の保全に係る環境基準（水生生物保全環境基準）項目についても、達成

維持している。 

 

表２－１ 水質環境基準達成率（ＢＯＤ及びＣＯＤ） 

区分 H27 H28 H29 H30 R1 R2 

河川 100% 100% 100% 100% 100% 100% 

湖沼 100% 100% 100% 100% 100% 100% 

海域 100% 100% 100% 100% 100% 100% 

 



 

図２－１ 公共用水域（河川）の水質の推移 

※ プロットは類型ごとの全環境基準点の 75%水質値の平均値 

※ C類型の環境基準値は 5.0 mg/L以下、D類型の環境基準値は 8.0 mg/L以下 

 

図２－２ 公共用水域（湖沼）の水質の推移 

※ プロットは類型ごとの全環境基準点の 75%水質値の平均値 

※ 測定している湖沼（３湖沼）：A類型 
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図２－３ 公共用水域（海域）の水質の推移 

※ プロットは類型ごとの全環境基準点の 75%水質値の平均値 

※ C類型の環境基準値は 8.0 mg/L以下 

 

(2) 地下水の水質 

地下水質については、県内平野部における概況調査では、全ての地点で環

境基準を達成している。また、過去に人為的原因による汚染が判明した継続

監視地点では、浄化対策等により地下水質が改善しており、その地域の地下

水汚染状況は、以下のとおりである。 

 

表２－２ 地下水の汚染の状況（令和２年度の継続監視調査結果） 

調査項目 調査地域 
調査 
地点数 

調査結果 
（mg/L） 

環境基準 
超過地点数 

環境基準 
（mg/L） 

ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 

小矢部市埴生 

３ 
<0.001 
～0.035 

１ 0.01 

ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ３ 
<0.0005
～0.038 

１ 0.01 

ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 南砺市本町 ３ 
<0.0005
～0.0089 

０ 0.01 

硝酸性窒素及び 
亜硝酸性窒素 

氷見市諏訪野 ３ 1.3～7.5 ０ 10 
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３ 水質汚濁事故の発生状況 

近年の水質汚濁事故発生件数は年間 40 件程度であり、その多くは灯油など

油の流出によるものである。事故の主な原因は、設備の誤操作や油の小分け中

の不注意等の作業ミス、施設の破損である。 

 

図２－４ 水質汚濁事故の発生状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２－５ 水質汚濁事故の原因（令和２年度、不明を除く。） 
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４ 水環境保全活動の実施状況 

県内各地では、地域住民及びその団体により、地域の河川や「とやまの名水」

などの清掃、身近な水辺での生き物の調査等、多岐にわたる水環境保全活動が

実施されている。近年は毎年 2,000人前後が活動しており、累計の活動人数は

着実に増加している。 

 

 

 

 
図２－６ 水環境保全活動参加者数の推移 
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